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研究成果の概要（和文）： 
本研究の主な成果は，以下の５点である。 
（１）自然会話分析のための文字化入力支援及び基本的な分析項目の自動集計ツールの作成 
（２）「BTSJ による日本語話し言葉コーパス(2011 年版)」の作成 
（３）BTSJ による多言語話し言葉コーパスのデータベース構築 
（４）話し言葉コーパスの無料配布、及び、研究成果をホームページに発表することによって、

他の研究者のニーズに資するようにした。 
（５）談話研究、中間言語語用論等にかかわる基礎的研究を行い、語用論的分析方法、を精査

し、「会話教育」に生かすための提言を行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The main results of the present study are the following five points. 
(1)An input support system for Basic-Transcription-System-for-Japanese(BTSJ), and 
an automatic tabulation tool for descriptive statistics of conversation analyses were 
made. 
(2)A corpus of spoken Japanese by BTSJ (2011 versions) was made. 
(3)A database for constructing multilingual spoken language corpus by BTS was made. 
(4)A corpus of spoken Japanese by BTSJ (2011 versions) was uploaded to the homepage 

for contributing to other researchers' needs. 
(5)The basic research related to natural conversation analysis and interlanguage 

pragmatics were conducted for contributing to the Japanese conversation education. 
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総 計 15,100,000 4,530,000 19,630,000 

 
 
研究分野：日本語教育 
科研費の分科・細目：言語学・日本語教育 
キーワード：(1)コーパス言語学(2)会話分析(3)語用論(4)談話研究(5)異文化間コミュニケーシ

ョン(6)言語社会心理学(7)インタラクション(8)研究方法論 
 
１．研究開始当初の背景 
従来の国内外の自然会話研究の多くは、少

量のデータを扱う定性的なアプローチに留

まっており、会話参加者間の社会的関係、既
知度、会話の場面性などの社会的要因を考慮
して収集した大規模な談話データに基づく

機関番号：12603 

研究種目：基盤研究(B) 

研究期間：2008～2010 

課題番号：20320072 

研究課題名（和文）人間の相互作用研究のための多言語会話コーパスの構築とその語用論的分

析方法の開発 

研究課題名（英文） The construction of multilingual corpus of natural conversations 

and the development of methodology of its pragmatic analysis, for the human interaction 

research. 

研究代表者  宇佐美 まゆみ（USAMI MAYUMI） 

東京外国語大学・大学院総合国際学研究院・教授  

研究者番号：90255894 



 

 

「定量的分析」はほとんど行われていないと
言っても過言ではない。また、昨今は、「言
語コーパス」の作成もなされるようにはなっ
てきたが、そのいずれも、語数や品詞、形態
素の数を算出したり、言語形式の共起関係を
抽出するなど、文法理論や自動翻訳機制作に
貢献しようとする言語学的、工学的目的に即
したものが多く、会話における微妙な「間」
が、対人コミュニケーション上、どのような
機能を持つかといったような「人間の相互作
用研究」に適し、且つ、定量的分析・定性的
分析の双方が可能な「自然会話コーパス」は、
ほとんどないと言っても過言ではない。 

このような状況を鑑み、本研究代表者らは、
平成 7-8 年度、13-14 年度、及び、平成 15 年
度-18 年度の 3 回、8 年間に渡って心理学・
統計学・情報工学を援用しながら、自然会話
分析の定性的分析のみならず、定量的分析に
も適した会話データの文字化と解析のシス
テムである「基本的な文字化の原則（BTSJ: 
Basic Transcription System for Japanese）」
を開発し、自然会話のデータベース化を行う
とともに、データ収集や分析の方法論（自然
会話分析への言語社会心理学的アプローチ）
を構築し、自然会話コーパスの公開と無料配
布を行ってきた 

(http://www.tufs.ac.jp/ts/personal/us
amiken/kaken2007corpora.htm)。 
また、その成果は、報告書や HP にて公開し
てきた 

(http://www.tufs.ac.jp/ts/personal/us
amiken/danwaindex.htm) 。 
本研究では、これら確固たる科学的方法論

に基づいて収集した既存の自然会話データ
をベースに、新規にもデータを収集し、より
大規模で体系的な「多言語自然会話コーパ
ス」を構築することによって、他の研究者の
ニーズに資することを企図する。また、人間
の相互作用研究に適したコーパスを用いた
科学的語用論研究の方法論を開発、確立する
ことを目指す。それらに基づいて、本コーパ
スを用いた談話理論の基礎的研究を行い、そ
の成果を「会話教育」に生かすための提言を
行うなど、日本語教育との有機的統合を図る。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、以下の通りである。 
(1)「人間の相互作用の研究」に適した科学

的語用論研究の方法論を開発する。 
(2)「人間の相互作用の研究」に適した質の

高い「話し言葉コーパス」を構築する。  
(3)より大規模で体系的な「話し言葉コーパ

ス」を構築することによって、他の研究者
のニーズに資するとともに、この分野の発
展に寄与する。 

(4)コーパスを活用した談話研究、中間言語
語用論等にかかわる基礎的研究を行い、そ

の成果を「会話教育」に生かすための提言
を行うなどして、日本語教育との有機的統
合を図り、日本語教育の体系化と、談話理
論に基づく効果的な会話教育実践に貢献
する。  

  より具体的には、以下のことを行う。 
(1)文字化された既存のデータを再検討、修
正し、データ提供者の背景的情報などの会
話外の情報も組み込んだ質の高い多言語
自然会話コーパスを完成させる。 

(2)構築した「人間の相互作用研究に適した」
多言語自然会話コーパスを、ホームページ
上で公開し、利用希望者に無料でダウンロ
ードできるようにすることによって、多く
の研究者がさまざまな角度から分析を加
える機会を拡大し、談話研究、対照談話研
究、異文化コミュニケーション研究、中間
言語研究等の発展に資することを目指す。 

(3)「基本的な文字化の原則」を、ホームペ
ージ上に公開することによって、対照談話
研究の発展に寄与することを目指す。 

(4)本研究全体を通しての調査・分析結果の
総合的分析を行い、日本語教育に何らかの
形で提言を行う。 

(5)多言語自然会話コーパスを用いて、談話
研究、異文化コミュニケーション研究、中
間言語語用論、会話教育についての研究を
行う。 
(6)上記研究の成果を広く共有化するたに、
本科研のホームページを作成し、多言語自
然会話コーパスは、これまでと同様、利用
希望者には、ホームページを通して無料で
ダウンロードできるようにする。他の研究
成果も、適宜、HP 上で公開する。 

 
３．研究の方法 
研究代表者の統括の下に、研究分担者、連

携研究者が中心となって、各担当部をとりま
とめ、海外研究協力者との連携や、大学院生
の研究協力者への連絡などを行いながら、研
究を遂行していく。 
本研究は、これまで研究代表者、連携研究
者らが長年蓄積してきた「談話行動の基礎的
研究」、「自然会話のコーパス構築」の実績と
成果を発展させる形で、具体的には、以下の
６点を行う。 

（１）膨大な時間と労力がかかる自然会話デ
ータの分析の効率化、精緻化を促進するた
め、科学的で共有しやすく、人間の相互作
用の分析に適した会話分析ツールとして開
発された「基本的な文字化の原則（BTSJ: 
Basic Transcription System for 
Japanese）」）のさらなる改良と、「文字化入
力の一部自動化」（一部、試作済み）を完成
させる。 

（２）BTSJ の改訂版に基づく、各言語の特徴
を十分考慮に入れた６言語の「基本的な文



 

 

字化の原則」、すなわち、韓国語版（BTSK）、
中国語版（BTSC）、英語版（BTSE）の改
定、タイ語版（BTST)、スペイン語版（BTSS)、
イタリア語版（BTSI)の開発を行う。 

（３）BTSJ の各国語版に基づいて「多言語自
然会話コーパス」を構築する。上記 7 カ国
語は、既にデータ収集してプールしてある
言語である。 
(この３点によって会話データの文字化作
業の労力が大幅に削減されるとともに、言
語を超えて、大量のデータを統一した原則
によって整備・蓄積していくことが可能に
なり、異なる言語の談話行動の対照研究、
中間言語研究にも大きく貢献することがで
きる。) 

（４）これらの多言語自然会話コーパスを活
用した科学的語用論的研究の方法論を開発
する。 
① 文字化された既存のデータを再検討、

修正し、データ提供者の背景的情報な
どの会話外の情報も組み込んだ質の高
い多言語自然会話コーパスを完成させ
る。 

② 構築した「人間の相互作用研究に適し
た」多言語自然会話コーパスを、ホー
ムページ上で公開し、利用希望者に無
料でダウンロードできるようにするこ
とによって、多くの研究者がさまざま
な角度から分析を加える機会を拡大し、
談話研究、対照談話研究、異文化コミ
ュニケーション研究、中間言語研究等
の発展に資することを目指す。 

③ 「基本的な文字化の原則」を、ホーム
ページ上に公開することによって、対
照談話研究の発展に寄与することを目
指す。 

④ 本研究全体を通しての調査・分析結果
の総合的分析を行い、日本語教育に何
らかの形で提言を行う。 

 
４．研究成果 

本研究の主な成果は，以下の３点である。 
 

(1) 自然会話分析のための文字化入力支援
及び基本的な分析項目の自動集計ツー
ルの作成 

(2) 「BTSJ による日本語話し言葉コーパス
(2011 年版)」の作成 

(3) BTSJ による会話コーパスのデータベー
ス構築 

 
以下、各成果について説明する。 

(1)自然会話分析のための文字化入力支援及
び基本的な分析項目の自動集計ツールの作
成 
「人間の相互作用の研究」に適した科学的
語用論研究の方法論開発の一環として、自然

会話の文字化資料作成の効率化を図るとと
もに、基本的な分析項目の自動集計を行うこ
とによって、定量的な分析を効率的かつ精緻
に進めるためのツールを作成した。 
このツールは、「基本的な文字化の原則
（Basic Transcription System for 
Japanese: BTSJ）」（以下、BTSJ）のルールに
対応した文字化入力支援ツールで、汎用性を
考えて、Microsoft Excel を利用して作成さ
れており、現在のところ、Excel 2003 と Excel 
2007 に対応している。 
以下に、主な機能とその特徴、長所をまと
める。 
 
＜文字化入力支援＞ 
① 文字化に用いる記号を入力フォームか

ら選択して簡単に挿入できる。 
発話内容には、実際に発話された内

容だけでなく、発話の重複などのような
音声的情報や文脈情報なども記す必要
がある。これらの情報を示す記号を簡便
かつ正確に入力できることは、文字化作
業の効率化につながる。 

② 文字化資料の入力記号の自動修正やエ
ラーチェックを行う。 

大量のデータを文字化する際には、
半角・全角の混用など、多少の入力ミス
は避けられないが、記号の半角・全角を
自動的に統一したり、その他の記号のエ
ラーチェックによって、入力ミスをメッ
セージ付きで抽出する。それによって、
手動による入力ミスの修正作業の時間
を格段に節約し、より完全な文字化資料
を短時間で作成することができる。 

③ 分析の単位である発話文の通し番号を
自動付与する。 

BTSJ の「発話文番号」付与のルールは独特
であり、手動の修正にはかなり時間がかかる。
そのため、発話文番号を自動付与できるよう
にすることによって、文字化資料への入力ミ
スを防ぐとともに、文字化時間を格段に短縮
した。 
 
＜記述統計のための基本的な分析項目の自
動集計＞ 
④ 各会話における「総発話文数」、話者ご

との発話文数の頻度や割合、話者交替の
頻度や割合などの「会話の基本的な情
報」を自動算出する。 

⑤ 各会話における、分析項目ごとの頻度と
割合、及び、複数の会話の分析項目の頻
度や割合の平均値・最大値・最小値・標
準偏差などの基本的な数値を、各項目の
総計、話者ごとの総計などのいくつかの
観点から算出する。 

このような会話の「基本的な情報」を自動
集計するとともに、ひとつの分析項目につい



 

 

て多角的な観点から分析するための情報を
自動的に算出することにより、定量的な分析
に必要な処理を短時間で正確に行うことが
できる。 
BTSJ は総合的会話分析（宇佐美 2008）に適
するようなものとして開発されたが、その名
の通り「基本的な文字化の原則」である。そ
のため、BTSJ とは異なる方法で文字化された
資料も、本ツールを用いて部分的に修正を行
うことで、分析項目の自動集計が可能となる。
つまり、本ツールによって、既に文字化され
た資料を定量的な分析のための資料として
も活用できるように変換し、応用することが
できる。 
会話の分析の基本的な作業を短時間で正確
に行えるツールの開発は、定性的・定量的分
析の双方を含む会話の「総合的研究」の基礎
を支えるものである。個人の研究の労力を格
段に節約することは、個々の研究を促進し、
会話の定性的分析に加えて、定量的な分析を
新たに試みる研究者の助けともなるだろう。
本ツールを活用して、自然会話データを扱う
研究の時間と労力を節約することは、自然会
話をデータとする研究のさらなる活性化を
促し、この分野全体の発展にも寄与するもの
であると考える。 

また、本ツールの作成に伴って、BTSJ の記
号の一部を変更したため、「改訂版：基本的
な文字化の原則（Basic Transcription for 
Japanese: BTSJ）2011 年版」を作成した。 
 
(2)「BTSJ による日本語話し言葉コーパス
(2011 年版)」の作成 

2003 年及び 2007 年に公開した会話コーパ
スを統合し、新たなデータを追加した『BTSJ
による日本語話し言葉コーパス 2011 年版』
を作成した。コーパスに収録されている会話
数は全 294 会話、総時間は 3983 分 5 秒（約
66 時間）である。 

宇佐美まゆみ研究室では、多様な場面・言
語（日本語、韓国語、中国語、英語など）の
自然会話データを収集し、膨大な時間と労力
を投入して『BTS（ Basic Transcription 
System）による多言語話し言葉コーパス』の
構築に取り組んできた。研究成果として公開
していたコーパスは、以下の３つである。 
①『BTS による多言語話し言葉コーパス－日

本語会話 1（日本語母語話者同士の会話）
2007 年版』116 会話、1435 分 54 秒（約 24
時間） 

②『BTS による多言語話し言葉コーパス－日
本語会話 2（日本語母語話と学習者の会話）
2007 年版』37 会話、691 分 11 秒（約 11 時
間） 

③『BTSJ による日本語話し言葉コーパス－日
本語会話 1（初対面・友人、雑談・討論・
誘い）』99 会話、1604 分（約 27 時間） 

『BTSJ による日本語話し言葉コーパス
2011 年版』は、上記①から③のコーパスに、
新たに 44 会話 252 分（約 4 時間）の文字化
資料・音声データが追加されている。また、
①から③では、9 会話分の文字化資料にのみ
音声データが付いていたが、新たに 87 会話
について、音声データを追加、公開した。 
また、本コーパスの整備にあたっては、上

記(1)の、自然会話分析のための文字化入力
支援及び基本的な分析項目の自動集計ツー
ルを用いて文字化資料の校正を行い、記号な
どの表記を「改訂版：BTSJ2011 年版」に改め
た。 
 
(3)BTSJ による会話コーパスのデータベース
構築 
 文字化資料及び音声などの会話データそ
のものだけでなく、話者の関係、会話の状況、
インストラクション、データ提供者の背景的
情報などもコーパスに体系的に含む統制さ
れた「質の良い」データの構築をめざし、コ
ーパスに付与する情報構成などを検討、拡充
した。 
 この「BTSJ による会話コーパスのデータベ
ース」では、文字起こしや背景情報の入力な
どの作業中の未完成データと、一般公開を行
なうことができる文字化資料として完成し
たデータの一元的管理を行うことができる
ようにし、作業効率をあげるようにした。 
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